
電子成果品等の作成



 標定点データについては、
起工測量、岩線計測、部
分払い計測、出来形計測
等、それぞれの標定点
データを提出する。

 格納するファイル名は、
TLSを用いた出来形管理
資料が特定できる名称と
する。

 出来形測量時のデータだ
けでなく、起工測量等の全
データが対象となっている。

 電子成果品として、 以下のデータを「工事完成図書の電子納品等要領」で定める「ICON」フォルダに格納する。
①3次元設計データ
②出来形管理資料
③TLSによる出来形評価用データ

・1m²に1点以上の密度に間引いた点群データ （CSV、LandXML、LAS等のポイントデータ）
④TLSによる出来形計測データ

・不要点を削除した点群データから作成したTINデータ （LandXML等のオリジナルデータ）
⑤TLSによる計測点群データ

・不要点を削除した点群データ （CSV、LandXML、LAS等のポイントデータ）
⑥工事基準点および標定点データ
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※１：工種（土工）を示した「 EW」をのサブフォルダ
を作成する

（例）舗装工の場合、各層の名称を示したサブフォ
ルダを作成する

現況地形 「ES」
下層路盤 「GL」など

※２：計測機器の名称を記載する
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電子成果品

ここに注意


